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東
日
本
国
際
大
学
な
ど
を
運
営
す

る
学
校
法
人
昌
平
黌
（
緑
川
浩
司
理

事
長
）
は
八
月
一
日
、
同
大
で
、
い

わ
き
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
大
場
敏
宣
会
長
）
と
、「
地
域
活
性

化
に
関
す
る
連
携
協
定
書
」
締
結
式

を
行
っ
た
。

同
協
定
は
、
い
わ
き
市
の
観
光
ま

ち
づ
く
り
発
展
の
た
め
、
双
方
の
資

源
を
有
効
活
用
し
、
地
域
社
会
・
経

済
の
活
性
化
や
発
展
、
そ
れ
に
資
す

る
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

具
体
的
な
提
携
事
業
と
し
て
は
、

市
と
同
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
令
和
六
年
度

に
予
定
し
て
い
る
「
い
わ
き
市
観
光

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
改
定
作

業
に
、
大
学
教
職
員
や
学
生
な
ど
が

参
加
し
、
そ
の
識
見
、
意
見
な
ど
を

取
り
入
れ
る
。
策
定
後
も
、
令
和

十
一
年
度
の
計
画
終
了
ま
で
協
力
体

制
を
維
持
し
、
適
宜
協
定
の
更
新
を

行
う
。

同
大
で
は
、
経
済
経
営
学
部
に
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
を
設
け
て

お
り
、
ゼ
ミ
生
が
中
心
と
な
っ
て
協

力
。
事
業
、
研
究
な
ど
を
共
同
し
て

行
い
、
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
反

映
す
る
。

緑
川
理
事
長
は
、「
創
立
百
二
十

周
年
の
年
に
、
大
学
と
し
て
も
地
域

連
携
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
お
声
が
け
い

た
だ
い
て
、
感
謝
し
た
い
。
学
生
が

地
域
に
飛
び
込
ん
で
、
大
学
で
解
決

す
る
。
一
緒
に
人
づ
く
り
を
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
、
抱
負
を
述
べ
た
。

大
場
会
長
は
、「
大
学
所
属
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
、
卒
業
後
活
躍
す
る

選
手
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
留
学

生
も
多
く
、
協
力
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
拡
大
も
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
、
語
っ
て
い
た
。

学
校
法
人
昌
平
黌
創
立
百
二
十
周

年
に
あ
た
る
今
年
十
月
の
記
念
学
園

祭
「
鎌
山
祭
」
で
も
、
共
同
企
画
を

実
施
す
る
。

小
学
生
が
医
師
の
診
察
、
検
査
な

ど
を
職
業
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
キ
ッ
ズ
医
者
か
し
ま
２
０
２
３
」

が
七
月
二
十
九
日
、
養
生
会
か
し
ま

病
院
で
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
四
年
ぶ
り
開
催

と
な
っ
た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
新
任

研
修
医
に
な
り
き
っ
て
診
察
や
検
査

を
行
い
、
医
師
や
看
護
師
の
仕
事
に

つ
い
て
学
ぶ
取
り
組
み
。

参
加
し
た
八
人
の
小
学
生
ら
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実
演

す
る
救
命
訓
練
、
聴
診
器
な
ど
を
使

用
し
た
診
察
体
験
な
ど
を
通
し
て
医

療
現
場
の
現
状
、
緊
急
時
の
対
処
方

法
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て
、

同
日
開
催
と
な
っ
た
養
生
会
か
し
ま

荘
の
「
か
し
ま
福
祉
ま
つ
り
」
会
場

で
の
福
祉
体
験
も
企
画
さ
れ
、
白
内

泉
町
、
い
わ
き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
（
田
口
周
二
校
長
）
は
七

月
三
十
一
日
、「
令
和
五
年
度
情
報

処
理
技
術
者
試
験
」
合
格
者
の
表
彰

式
を
行
っ
た
。

同
試
験
は
経
済
産
業
省
が
、
情
報

処
理
技
術
者
と
し
て
の
知
識
、
技
能

が
一
定
水
準
以
上
で
あ
る
こ
と
を
認

定
す
る
国
家
試
験
。

同
校
の
二
年
生
の
う
ち
、
今
年
度

障
の
見
え
方
を
再
現
す
る
ゴ
ー
グ

ル
、
四
肢
の
稼
働
域
を
制
限
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
着
用
、
加
齢
に
よ
る
高

齢
者
の
身
体
の
不
自
由
さ
を
疑
似
体

験
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
ら
の
ほ
か
に
、

同
施
設
利
用
者
と
そ
の
家
族
、
近
隣

住
民
な
ど
が
多
数
訪
れ
た
ま
つ
り
会

場
で
は
、
野
菜
の
直
売
、
ア
イ
ス
、

か
し
ま
焼
き
の
屋
台
が
並
び
、
参
加

者
ら
は
音
楽
ラ
イ
ブ
、
抽
選
会
な
ど

を
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
た
。

春
期
の
基
本
情
報
技
術
者
の
合
格
者

が
十
八
人
、
応
用
情
報
技
術
者
の
合

格
者
が
三
人
。

基
本
試
験
の
全
国
合
格
率
五
六
・

四
％
に
対
し
、
同
校
の
合
格
率
は

七
七
・
二
％
。
応
用
試
験
で
も
、
令

和
五
年
度
春
期
に
お
け
る
、
県
内
専

門
学
校
合
格
者
四
人
の
う
ち
三
人
が

同
校
学
生
と
、
優
秀
な
成
績
を
残
し

て
い
る
。

学
生
ら
は
学
習
だ
け
で
な
く
、
地

域
貢
献
、
市
内
の
情
報
処
理
技
術
へ

の
関
心
を
高
め
る
活
動
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
高
校
生
や
小
学
生
の
親
子

を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
、
泉
公
民
館
や
、
内
郷
の
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
、
市
職
員
向

け
講
座
な
ど
を
夏
休
み
期
間
中
に
実

施
。
学
生
と
職
員
が
協
力
し
て
研
さ

ん
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

八
月
中
に
は
、
高
校
一
、二
年
生

の
み
限
定
、
女
子
の
み
限
定
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
。
十
年
連

続
就
職
率
一
〇
〇
％
を
旗
頭
に
、
広

く
入
学
希
望
者
を
募
っ
て
い
る
。

地
域
活
性
、
人
づ
く
り
へ

昌
平
黌
と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
協
定

４
年
ぶ
り
職
業
体
験

小
学
生
ら
が
研
修

対
処
法
な
ど
学
ぶ

連
携
協
定
に
署
名
し
た
、
緑

川
理
事
長
（
左
）
と
、
大
場
会

長

試
験
合
格
の
表
彰
を
受
け
る

学
生
ら

高齢者の身体状況などを疑似体
験する小学生

コ
ン
カ
レ
国
家
試
験

合
格
者
の
表
彰
式
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